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第 1章  試 験の目的

G3フ ァクシミリについては、国際電気通信連合 (ITv)に おいて標準化が進められ、関連の勧告が
承認されている。

1996年 2月 のG3フ ァクシミリに関する会合において、G3フ ァクシミリにV.34モ デム通信等
の新たな機能を追加することが提案された。
これらの機能は 1997年 にTTC標 準として制定された。
これらの機能をいち早くユーザに提供するために、承認され次第異なるメ‐力間での相互接続性を確認
し、ユーザの利便を図ることを目的とする。

本実施要領は上記状況の中で、各メーカの製造する製品間での必要最低限の相互接続性を確保するため
に実施すべき相互接続試験の内容 。手順等について規定するものである。

第 2章  試 験の対象

2.1 試 験の対象となる端末 ・システム

試験の対象となる端末は、公衆電話回線に接続 し、使用されるG3フ ァクシミリである。
なお、 ISDNの 回線交換モー ドで動作するG3フ ァクシミリを含む。

2.2 試 験に利用する網

試験では公衆電話回線を使用する。
なお、公衆電話回線に接続することのできる他の網を使用しても良い。

第3章  本 資料が試験対象とする標準の範囲

本相互接続試験の勧告 。標準の範囲は以下とする。

・」T一 T4  文 章伝送用グループ3ファクシミリ装置の端末特性
・T.6    MMR符 号化方式
。」T― T30 -般 交換電話網における文章ファクシミリ伝送手順
・JT― T85 フ ァクシミリ装置のための階層的二値画像圧縮 (」BIG符 号化方式)の

アプリケーションプロファイル
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第4章  試 験の前提条件

4.1 試 験対象以外に準拠すべき標準の範囲

試験として、試験対象以外に準拠す
べき標準は特に定めない。

4.2 事 前確認事項

相互接続試験を円滑に実施可能とするため、相互接続試験
の参加希望者は、事前に充分な試験を完了

しているものとする。

事前試験としては、相互接続試験を行 う機器の使用環境を整え
たうえで、

・ 関 連する勧告、標準に基づくプロト
コルの検証試験

。 シ ステム全体の機能確認試験

。 相 互接続試験を行うのに充分なシステムとしての信頼性
の確認試験

等が完全に実施されるものとする。

事前の充分な確認試験が実施されたか否かについては、実施者自身
の責任に基づく判定に

よるものとする。

試験は実施済みの2社 以上と行 うこととする。

第 5章  試 験項目

試験はV.34、 Fコ ー ド、 JBIGの 3種 の試験がある。

試験は必要とする項目のみ実施することが可能である。

原稿は各社の標準チャ
ー トとする。

Fコ ー ド試験で使用するSUB、 SEPの 内容は予め試験実施社間で交換す
るものとする。

試験結果は別紙のチェックシ
ー トに記入する。

5.l V.34試 験方法

1)双 方から以下の4通 信を行 う。
・A4 1ペ ージの送受信

・A4 2ペ ージの送受信
。2ペ ージロに線密度変更を行 う送受信

。ポーリング通信

2)合 否の判断

試験は必要とする項目のみ実施する。

通信スピー ド、PPR(ECMの 再送信)は 間わない。V.34モ
ー ドでの通信ができれば、

OKと する。
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5.2 Fコ ー ド通信試験方法

1)Fコ ー ド通信 (例 :Fコ ー ド親展通信)

受信側はDISに て、SUB能 力ありを宣言し、送信側はSUB・ TSI・ DCSを 送出して
その後の通信が正常に行われることを確認する。

2)Fコ ー ドポーリング通信 (例 :Fコ ー ド掲示板通信)
着呼側はポーリング送信用原稿をセットしておいて、DISに て SEP能 力ありを宣言 し、
発呼側はSEPoCIG・ DTCを 送出してその後の通信が正常に行われることを確認する。

3)合 否の判断

試験は必要とする項目のみ実施する。
SUB、 SEPコ マンドの内容 (FIFの 内容)が 正しく送受信されればOKと する。
画情報を正常に出力するか否かは間わない。

5.3 JBIG通 信試験方法

1)双 方から以下の 3通 信を行う。
。A4 1ペ ージの送信
。B4 1ペ ージの送信
・A4 2ペ ージの送信

2)合 否の判断

試験は必要とする項目のみ実施する。

受信画にエラーがなければ、OKと する。

第 6章  結 果の報告

試験結果は添付のチェックシー トに記入し、ファクシミリ相互接続試験実施連絡会に提出する。

(用語説明)
・Fコ ー ド

ファクシミリ手順のなかで、SUB、 sEPフ レームを使用して送信されるコー ド及び、そのコー ドを使
用したファクシミリ通信アプリケーション。
TTC JT― T30に 準拠しているため、Fコ ー ド機能を有するファクシミリであれば 異なるメーカ間
でも通信が可能となり、これまで各社独自モー ドで行っていたファクシミリ通信が標準プロトコルで実現可
能となる。
・Fコ ー ド親展

SUBフ レームにより受信側の親展箱を指定して送信するアプリケーション。
受信端末は予め親展箱を登録しておき、受信 した原稿はこの親展箱に受信される。
この方式によって受信者を特定するファクシミリ送信が可能となる。
・Fコ ー ド掲示板

SEPフ レームにより着信側の掲示板を指定してポーリング受信するアプリケーションハ
Fコ ー ド掲示板を有する端末に予め掲示板を格納する箱及び原稿を登録 しておき、 そ の掲示板の箱番号を
知っている人だけがアクセス可能な掲示板通信を実現する。
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(別紙)

V.34他 相互接続試験の

チェックシー ト及び連絡表

1.試 験 日

2.試 験結果

2.l V.34通 信

1 )
bit/s

○ :OK  × :NG

一一 >

送信スピー ド (TYP)

ブランク :能力なし

送信スピ
ー ド (TYP)

ブランク :能力なし

一 >

2)

A4 1枚 送信

標準モー ド

A4 2枚 送信

標準モー ド

A4 2枚 送信

1枚 目 標 準モード

2オ文ロ フアインモ
ード

A 4  1 枚

ポーリング受信

A4 2枚 送信

標準モー ド

A 4  1 枚

ポーリング受信

A4 2枚 送信

1枚 目 標 準モー ド

2オ女ロ  フアインモ
ート
゛

A4 1枚 送信

標準モー ド
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2. 2 Fコ ー ド通信

1)      一 ― >

2)

Fコ ー ド送信 Fコ ー ド

ポーリング受信

○ : O K ブランク :能力なし

○ :OK  × :NG

」BIG通 信

ブランク :能力なし

―――>

○ :OK

× : N G

―――>

× : N G

―――>

C):OK × : N G

ブランク :能力なし

ブランク :能力な し

2 .  3

1 )

2)

Fコ ー ド送信

A4 1枚 送信

標準モー ド

B4 1枚 送信

標準モ‐ ド

A4 2枚 送信

ファインモー ド
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3.備 考
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